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　土地は，資本財・労働力と同様生産要素の一つであ
り，特に農業においては二重の意味で基本的な生産手
段である。一つには，空間としての土地の役割であ
る。この点は，非農業にとっても重要ではあるが，農
業においては太陽光・雨・土壌などが必要であり，面
的な広がりはより一一・maの重要性を持っているというこ
とができる。もう一つには，作物を支えたり，作物が
必要とする水や養分を保持し，供給したり，それと関
連して温湿度の急激な変化を緩衝したりというよう
な，土壌の：果す土地の役割である。これは，農業にお
いて垂直的面積規模の拡大を困難にする一要因ともな
っていることから，一つめの役割も繋がりを持ってい
る。非農業においても，鉱業のように土地の内部と密
接に結びつく部門はあるが，その生産力を人為的に回
復できないことから，農業とは基本的に異なるもので
ある。
　このように，農業において土地が重要であることは
異論のないところであるし，土壌の果す役割は空間と
しての役割と違って生産活動をすることによって低下
する上に，それを人為的に回復・向上させることがで
きるために地力問題に関心が持たれ，農業経営にとっ
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ても一つの課題となってきたのである。それにも拘ら
ず，改めて農業にとっての土壌の役割或いは意義を問
い直すのは何故だろうか。それは，地力問題が幾度も
再燃しながら解決の方向を模策し続けている現実の中
で，将来の地力問題を考える契機が訪れていると考え
るからである。即ち，近年養液栽培法が話題になるこ
とが多くなっていることである。
　これは直接的には，科学万博等での展示やスーパー
店内での栽培実演に見られるように農業関係者以外の
人びとに注月される機会が増えたことや，機械・化学・
種苗関係の会社が有望な新市場として注目し，積極的
に取り組んでいるために技術的改良が進んだことに起
因していると言えよう。しかし一方で，土耕農家の中
に養液栽培に取り組む者が現われており，土壌から離
れた農業が求められる傾向があることも否めない。土
壌から離れているということから，養液栽培は農業で
はないとする考え方もあるし，環境制御技術が最高度
に発展した施設園芸として捉えることもある。養液栽
培を農業の一つであるとするかどうかは今後議論され
るであろうが，何れにせよ，土壌と離れた作物生産が
経営的に成り立つ事例が出てきている。
　土耕農家が養液栽培に取り組むということは，従来
の土壌に依拠した栽培法にないメリッFを認めている
からであろう。この点を整理することは，将来の地力
問題解決にとって何らかの示唆を見出すことになると
思う。
　本年度は，昨年度の文献調査を基に実態調査を行
い，上記の課題に農業経営の立場から接近したいと考
えている。
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